














　　　　経営志林　50 巻 1 号
第 3 章　ソフトウエアの開発者たち





















































































































































































































































































































































































































































































































































































2004 年時点では勤続 14 年である。
かれの部下にあたる人たちをみる。生産ライ
ンから移ってきたパイロットチームのメンバー















































































































































































































































とどまる。表 4 － 1 はそれをまとめた。
なかには 2、3 年という事例もあるけれど、





表 4 － 1　イノベーションの期間
期間　　　　　　　　　　　　　　　  件数
5 年未満　　　　　　　　　　　　　　　6
5 － 10 年未満　　　　　　　　　　　　  8
10 － 15 年未満　　　　　　　　　　　　4
15 － 20 年未満　　　　　　　　　　　　4
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はふつう学部卒のばあい 3 年次と 4 年次の間の
学年休、夏の時期となる。一次面接をうけたス











































































































































































Managing Director2、3 人、Vice　President6 人、














法律事務所や会計事務所では Associate から 6、










た だ し、Assistant Professor は tenure が な い。
Tenure とはまさに雇用保障というべきで、6、7
年以内に Associate　Professor に昇格しないと














Professor となり、ふつうの Professor よりサラ
リーや研究費がわずかに高いにすぎない。続々
























































3，4 年、その後 Associates へ、さらに 3，4 年後、
Vice President へ進む。もちろん副社長ではな












スタンフォードなどからで、6 年間ほどで Vice 
President に昇格できないと、そこを去る、とい





















































































































































































































































































































ンドでも、計 180 人の従業員のうち、2 年間で












































































































































































































































る。保険会社大手 2 社、証券会社 4 社、あわせ































































































































ら、という。そうした示唆はかの  Baker et al. 
[1994a,1994b] や Gibbs & Hendricks [2004] が 展
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